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研究成果の概要（和文）：近年における空間経済学と地理情報システム（GIS）の発展をふまえ、これら分野の新しい
知見を経済史分野で蓄積されてきた知見と統合して、経済活動の空間分布の長期的変化の実態とメカニズムを研究した
。そのためにまず、戦前期について、日本と日本が勢力圏に収めた朝鮮、台湾、中国東北部（「満州」）におけるプラ
ントレベルの立地、生産、雇傭等のデータ・ベースを紙媒体の資料から構築した。そしてそのデータを用いて、産業集
積地における生産性上昇の源泉の特定、植民地の拡大が日本の産業の空間分布に与えた影響、日本からの植民地への直
接投資が植民地の住民による工場創業に与えた影響等を分析した。

研究成果の概要（英文）：Given the recent development of the spatial economics and the geographical informa
tion system (GIS), we investigated long-term changes in the spatial distribution of economic activities, i
ntegrating the insights and techniques developed in these fields with the insights of economic history. Fo
r this purpose, we first constructed the plant-level database on address, production, employment, etc. for
 Japan and the areas which were formally or informally integrated in the Great Japan Empire, namely  Korea
, Taiwan and the north-eastern area of China ("Manchuria"). Using the database, we examined such issues as
 the sources of productivity improvement in industrial clusters, impact of colonization of Korea on the sp
atial distribution of industries in Japan, and impact of FDI from Japan to Korea on the indigenous industr
ialization there.
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１．研究開始当初の背景 
1980 年代後半以降、急速に進展した空間
経済学の理論的発展は、空間情報科学と地
理情報システム（GIS）の発達と相まって、
経済地理学のルネッサンスをもたらし、そ
の波は経済史研究にも及びつつある。この
ような動きを踏まえて、われわれは、空間
経済学、経済史と関連分野の成果を統合し
て新しい知見を生み出すべく、共同研究を
立ち上げた。 
 
２．研究の目的 
日本と日本の旧勢力圏に関する長期的空間デ
ータを分析することを通じて、経済活動の空間
的分布の歴史的変化について、そのメカニズム
と含意を明らかにすることが、本研究の目的であ
る。 

 
３．研究の方法 
 まず、戦前期の日本および、戦前期に日本
が勢力圏におさめた朝鮮、台湾、中国東北
部（「満州」）について、プラントレベル、
企業レベル、地域レベルの位置、生産、雇
用、貿易等に関するデータ・ベースを紙媒
体の資料から構築した。そのうえでこのデ
ータを用いて、産業集積地における生産性
上昇の源泉の特定、植民地の拡大が日本の
産業の空間分布に与えた影響、日本からの
植民地への直接投資が植民地の住民によ
る工場創業に与えた影響等を計量経済学
の手法を用いて分析した。 
 
４．研究成果 
 日本および日本の旧勢力圏に関してプラ
ント・レベル、企業レベルの詳細なデー
タ・ベースが完成し、またそれを用いた研
究を通じて、経済活動の空間分布の長期的
変とその含意に関して、多くの知見が得ら
れた。主な知見としてはまず、特定の産業
が特定の地域に集中するタイプの産業集
積について、集積の生産性が相対的に高い
ことが確認されるとともに、その主要な源
泉が知識のスピルオーバーではなく、集積
がもたらす企業間競争であったことが特
定された。第二に、日本企業が植民地であ
った朝鮮に工場を直接投資によって建設
した場合、そのことは、周辺における朝鮮
人による工場創業に対して、競争による創
業の抑制ではなく、むしろ知識の移転等に
よる創業の促進効果を持ったことが明ら
かになった。第三に、日本が朝鮮を植民地
化によって、両地域の間の関税障壁が低下
し、そのことが朝鮮に近い西日本地域の人
口と貿易を増加させる効果を持ったこと
が明らかになった。 
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